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NPO釜ヶ崎 
  557-0004 1-5-4 

06(6630)6060   E-mail: npokama@npokama.org   http://www.npokama.org 

 

 

 

 

すべての野宿生活者に生活保護の適用を！ 
～「ホームレスの自立の支援等に関する 

基本方針」告示後の取り組み～ 

mailto:npokama@npokama.org
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ビッグイシューの内容  32

A4

11 12

2004

(Tel : 06- 6531- 5639)  

「ビッグイシュー」創刊号 販売中 

－野宿生活者しか売ることのできない雑誌－ 



20  2003 30  

 4 

16 (2004 )

 

15

27 300 16

31 6500

 

 厚生労働省の平成16年度ホームレス

対策概算要求の概要 

Ⅰ 自立支援事業等の拡充 

１．ホームレス総合相談推進事業 

306 317  

: 13 18

20  

２．ホームレス自立支援事業 

1, 035 1, 224  

 

: 16

20 :

[

]) 

３．ホームレス緊急一時宿泊事業(シェルタ

ー事業)（446 465  

: 10

(3, 100 ) :

 

４．ホームレス能力活用推進事業 

44 98  

: 5

10 :

( )

 

平成16年度ホームレス対策概算要求 

要求額は31億6500万円 
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Ⅱ 保健衛生の向上 

新５．ホームレス衛生改善事業 

（O 63  

: 13 :

1/2  

新６．ホームレス保健サーピス支援事業 

0 10  

: 18 ､ :

､

1/2  

Ⅲ 就業機会の確保 

７．ホームレス自立支援職業相談員の配

置（169 202  

: 57 66

(16 20 ) : 0

6 (10 )

: 10

 

新８．ホームレス就業開拓推進員（仮称）

の配置（0 46  

(

)

: 18  

９．日雇労働者等技能講習事業 

（463 494  

: 1, 202

: 271 : 1, 254  

10．ホームレス等試行雇用事業 

240 245  

(

)

: 1, 350

: 280 1

5  3  
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中 之 島 野 営 地 報 告 

中之島野営地が冠水?! 
８月９日午前６時半、台風10号の影響で、中之島公園内の反失連の野営テント地一

帯が冠水してしまいました。 
そもそも中之島公園の野営地は、土佐堀川の河川敷内。高水時には冠水することが想

定されている場所です。風雨の影響があらかじめ予測されたため、前日（８日）の晩は
北浜駅の地下を開放してもらい、仲間たちは一夜を過ごしました。 
あくる日（９日）の朝、６時過ぎの満潮に高潮が重なり、閉ざしていた水門を開放し

たため、６時半頃、野営テント地一帯に河川水が浸入、みるみるうちに腰～胸の高さま
で冠水してしまいました。この台風で、大阪で唯一冠水した場所がこの中之島だったそ
うです。 
テントで寝泊りしていた200人を超える 

仲間たちは、一部は市内の仮設一時避難所で 
受け入れてもらいましたが、それ以外の多く 
の人は中之島周辺で野宿しました。 
水は時間が経つにつれてだんだん引いて 

いき、次の日の晩には完全に引きました。 
11日には大阪市健康福祉局によりテント内 
の一斉消毒が行われました。 
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痴呆高齢者の権利擁護とその生活支援 

―福祉相談部門から― 
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***釜ヶ崎支援機構行事メモ*** 
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９月下旬、特別清掃事業で働く輪番労働者約 1800 人を対象に、集団の健康診断を

特別清掃事務所で実施しました。この検診は、大阪府立大学の黒田研二教授らの研究グ

ループ「ホームレス健康問題研究会」が厚生労働省の予算で研究として行うものとのタ

イアップ企画で、結果が輪番労働者一人ひとりに返され、健康管理に役立ち、その上、

野宿生活者への効果的な医療のあり方などについて検討する基礎資料となるものです。

多くの労働者は、健康診断を受ける機会が滅多にありません。検診は、自身の健康状態

を知り、そして治療が必要な場合には適切な医療に繋げるために重要であることから、

釜ヶ崎支援機構も協力して実施しました。レントゲン撮影、血圧測定、尿・血液検査、

及び身長・体重計測を行いました。 

日常的にも、健康に関する啓発に力を入れ 

ています。特別清掃事務所には血圧計や身長 

・体重計を常時設置して、休憩中に労働者が 

いつでも測定できるようにしています。また 

週１回保健士さんに特別清掃事務所に来ても 

らい、健康・医療相談ができる体制を作って 

います。 

 

 
萩之茶屋駅周辺のまちづくり構想を策定することを目的とした「萩之茶屋駅周辺まち

づくり研究会」では、９月６日、まちづくり先進地として神戸を視察し、当法人も会員

として参加しました。視察は環境と防災がテーマで、まず、東灘区の「くるくる発電所」

を訪れました。この発電所はNPO団体が運営し、太陽光パネルを用いた太陽光発電を

行って電力を関西電力に売っているそうです。また、その電気を使って地域の食品会社

から出る生ゴミを生ゴミ処理機で堆肥に変え、その土でそこに畑を作り、地域住民がボ

ランティアで無農薬野菜を栽培しているそうです。「くるくる発電所」を核とした循環

型社会を目指す、まちづくりの一例です。 

また、阪神･淡路大震災記念の「人と防 

                   災未来センター」では、震災を記録した映 

像や展示を見学し、西宮のビール工場でビ 

ールの製造工程を見学しました。 

 この日はマイクロバス２台で110名程 

が参加、子供たちも多くにぎやかに、そし 

て熱心に学んでいました。 
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「あいりん臨時夜間緊急 

避難所」３ヶ年延長へ 

吉村靫生顧問 永眠される 技能講習で学んだ技術を 

ビジネスへ繋げる試み 
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2003年度 第３回会員の集い 

10月19日(日)午後２時よりNPO事務所2階で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 釜ヶ崎支援機構 会報 20号 2003年９月30日 

〒557-0004 大阪市西成区萩之茶屋1‐5‐4 

   電話06(6630)6060 FAX06(6630)9777 

会費・寄付の振込口座:郵便振替:00900-1-147702 釜ヶ崎支援機構 

福祉部門への振込口座:UFJ銀行萩之茶屋支店（普）1114951 釜ヶ崎支援機構 

特掃の現場から ～木を切る～ 

①チェーンソーで、木の根元より若干上のところに、

水平に切れ込みを幹の３分の２くらい入れて、今度は

斜めから切って、扇形に木材を切り取る。そして、扇

形の反対側から水平に切れ込みを少しずつ入れてい

く。 

③倒したら、枝、葉を落としていき、幹も小

分けにして運びやすくする。 

（９月３、４日、大阪府の仕事で、釜ヶ崎の

南職安跡地の除草・清掃等作業より） 

 

②枝にひっかけておいたロープを

数人で引き、倒れるのを誘導する。 

② 

① 

③ 


